
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
評
価
（
案
）資
料
２

1
/
8
時
点



１
．
事
業
評
価

福
島
県
地
域
公
共
交
通

活
性

化
協

議
会

✓
令
和
７
年
度
福
島
県
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
の
策
定
（
一
部
変
更
）
及
び
計
画

推
進
（
利
用
促
進
）
に
当
た
っ
て
は
、
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

✓
国
の
補
助
金
交
付
要
綱
等
に
基
づ
き
、
協
議
会
に
お
い
て
事
業
評
価
を
行
い
、
東
北
運
輸
局

へ
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
補
助
金
名

令
和
７
年
度
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金

２
補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
金
の
額

①
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業
（
利
便
増
進
計
画
策
定
事
業
）

補
助
対
象
経
費
9
,9
6
0
,0
0
0
円
、
補
助
金
の
額
1
,9
9
2
,0
0
0
円

②
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業
（
利
便
増
進
計
画
推
進
事
業
）

補
助
対
象
経
費
5
,2
5
8
,0
0
0
円
、
補
助
金
の
額
1
,9
7
2
,0
0
0
円

３
評
価

別
紙
の
と
お
り

1



福
島
県
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

地
域
の
概
要

事
業
名
：令
和
７
年
度
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業
（利
便
増
進
計
画
策
定
事
業
）

※
記
入
す
る
際
、
枠
の
大
き
さ
の
変
更
及
び
次
頁
に
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
と
し
ま
す
。

１
．
基
礎
デ
ー
タ

福
島
県

（1
）人
口
：
1,

71
7,

45
4人

（Ｒ
７
年
１
０
月
１
日
現
在
・福
島
県
現
住
人
口
調
査
月
報
）

（2
）過
疎
地
域
等
指
定

５
９
市
町
村
中
３
４
市
町
村
が
過
疎
地
域
指
定

（3
）高
齢
化
率

34
.3
％
（5

77
,5

79
人
）

（Ｒ
７
年
１
０
月
１
日
現
在
・福
島
県
現
住
人
口
調
査
月
報
（６
５
歳
以
上
）

（4
）福
島
県
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
開
催
回
数
：３
回

（Ｒ
７
年
４
月
～
Ｒ
８
年
１
月
実
績
）

２
．
公
共
交
通
の
概
況

【
乗
合
バ
ス
】
※
地
域
間
幹
線
系
統
補
助
対
象
路
線
の
み
記
載

①
福
島
交
通
（
株
）
３
０
系
統
（
被
災
地
域
地
域
間
幹
線
系
統
含
む
）

②
会
津
乗
合
自
動
車
（
株
）
１
０
系
統

③
新
常
磐
交
通
（
株
）
４
系
統
（
被
災
地
域
地
域
間
幹
線
系
統
）

④
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
東
北
（
株
）
１
系
統

⑤
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東
（
株
）
１
系
統

【
鉄
道
】

①
Ｊ
Ｒ
東
日
本

在
来
線
７
路
線
、
東
北
新
幹
線
、
山
形
新
幹
線

※
只
見
線
の
会
津
川
口
駅
～
只
見
駅
間
は
、
上
下
分
離
方
式
に
よ
り
福
島

県
が
鉄
道
施
設
及
び
土
地
を
保
有

②
会
津
鉄
道
会
津
線
、
③
野
岩
鉄
道
会
津
鬼
怒
川
線

④
阿
武
隈
急
行
阿
武
隈
急
行
線
、
⑤
福
島
交
通
飯
坂
線

■
路
線
バ
ス
の
実
情

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
で
収
支
が
悪
化
し
て
い
る
。
全
国
的
な
課

題
で
あ
る
乗
務
員
不
足
に
も
直
面
し
て
お
り
、
路
線
の
減
便
や
廃
止
が
生
じ
て

い
る
。
持
続
可
能
な
運
行
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

■
鉄
道
の
実
情

新
型
コ
ロ
ナ
や
度
重
な
る
自
然
災
害
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
で
、
収
支
が
悪

化
し
て
い
る
。
施
設
の
老
朽
化
も
進
行
し
て
お
り
、
関
係
自
治
体
の
負
担
が
増

加
し
て
い
る
。
利
用
促
進
の
取
り
組
み
と
計
画
的
な
施
設
整
備
（更

新
）に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

地
域
公
共
交
通
計
画
を
令
和
６
年
３
月
に
策
定
し
た
。

３
．
公
共
交
通
の
問
題
点

（1
）人
口
減
少
の
進
行
や
広
域
道
路
網
の
整
備
促
進
、
自
家
用
車
自
動
車
の
普
及
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
感
染
拡
大
に
よ
る
行
動
変
容
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。

（2
）地
域
間
幹
線
系
統
に
係
る
運
行
費
欠
損
補
助
の
増
加
に
よ
り
、
バ
ス
路
線
維
持
の
た
め
の
関
係
市
町
村
の

財
政
負
担
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
に
お
け
る
経
過
措
置
（激
変
緩
和
措
置
）

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
系
統
が
多
く
、
激
変
緩
和
措
置
が
終
了
し
た
場
合
、
国
庫
補
助
対
象
外
と
な
る
の
が
４
７

系
統
中
１
８
系
統
あ
る
（Ｒ

6.
10
時
点
）。
ま
た
、
利
用
者
数
が
著
し
く
少
な
く
、
需
要
に
適
し
た
効
率
的
な
運
行
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
地
域
間
幹
線
系
統
も
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
用
者
の
利
便
を
増
進
す
る
た
め
の

再
編
等
を
行
う
「利
便
増
進
実
施
計
画
」
を
策
定
を
推
進
し
た
い
（R

7
.6

.1
1大
臣
認
定
→

R
7
計
画
変
更
予
定
）
。

（
3）
鉄
道
に
つ
い
て
も
、
利
用
者
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
鉄
道
維
持
の
た
め
の
関
係
市
町
村

の
財
政
負
担
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
利
用
が
少
な
い
線
区
と
し
て
開
示

さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
線
が
あ
る
た
め
、
第
三
セ

ク
タ
ー
鉄
道
等
と
と
も
に
利
活
用
促
進
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
設
備
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
会
津
線
及
び
只
見
線
に

つ
い
て
、
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画

を
策
定
（R

7.
1.

30
大
臣
認
定
）。

た
い
。
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00

0

1,
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0
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00

0

2,
50

0

H
12

H
17

H
22

H
27

R2
R7

R1
2

R1
7

R2
2

R2
7

年
少
人
口

（
0～

14
歳
）

生
産
年
齢
人
口

（
15
～
64
歳
）

老
年
人
口

（
65
歳
以
上
）

年
少
人
口
割
合

生
産
年
齢
人
口
割
合

老
年
人
口
割
合

（
千
人
）

推
計
値

（
地
域
鉄
道
県
・
市
町
村
財
政
負
担
額
の
推
移
）

29
0,
82
0

24
9,
37
4

36
2,
45
9

35
3,
86
8

78
5,
12
0

40
8,
93
6

51
1,
57
5

62
2,
42
0

74
4,
14
8

96
4,
30
2

69
9,
75
6

76
0,
94
9

98
4,
87
9

1,
09
8,
01
6

1,
74
9,
42
2

0

50
0,
00
0

1,
00
0,
00
0

1,
50
0,
00
0

2,
00
0,
00
0

H3
0

R1
R2

R3
R4

市
町
村
補
助

県
補
助

（
千
円
）

J
R
東
北
新
幹
線

J
R
東
北
本
線

J
R
常
磐
線

J
R
水
郡
線

J
R
磐
越
東
線

J
R
只
見
線

会
津
線

阿
武
隈
急
行
線

J
R
山
形
新
幹
線

J
R
奥
羽
本
線

飯
坂
線

会
津
鬼
怒
川
線
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調
査
内
容

福
島
県
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

【
事
業
評
価
時
点
で
完
了
し
て
い
る
内
容
】

調
査
結
果
概
要

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

【
今
後
予
定
し
て
い
る
内
容
】

（1
）利
便
増
進
に
係
る
事
業
概
要
の
整
理

（2
）対
象
路
線
の
利
用
状
況
の
整
理

（3
）利
便
増
進
事
業
の
内
容
の
整
理

（4
）利
便
増
進
実
施
計
画
（案
）と
り
ま
と
め

【協
議
会
：３
回
、

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
：県
北
圏
域
５
回
、

県
中
・県
南
圏
域
４
回

 】

（5
）効
果
の
検
討
・シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（6
）
協
議
会
開
催
（残
り
１
回
）

（
1
）利
便
増
進
に
係
る
事
業
概
要
の
整
理

R
7.

6.
11
付
け
で
大
臣
認
定
さ
れ
た
利
便
増
進
実
施
計
画
の
一
部
変
更
の
概
要
を

整
理
し
た
上
で
、
検
討
の
進
め
方
を
第
１
回
協
議
会
（
6/

18
）に
て
説
明
し
た
。

福
島
県
県
北
圏
域

(福
島
市
、
二
本
松
市
、
伊
達
市
、
本
宮
市
、

桑
折
町
、
国
見
町
、
川
俣
町
、
大
玉
村

)

（
2
）対
象
路
線
の
利
用
状
況
の
整
理

交
通
事
業
者
か
ら
の
乗
降
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
路
線
ご
と
の
詳
細
な
利
用
状
況
を

整
理
し
た
上
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
資
料
と
し
て
活
用
し
、
再
編
内
容
を
検
討
し
た
。

（
3
）利
便
増
進
事
業
の
内
容
の
整
理

関
係
市
町
村
及
び
交
通
事
業
者
等
を
含
め
た
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
県
北
圏
域
に

お
い
て
５
回
、
県
中
・県
南
圏
域
に
お
い
て
４
回
開
催
し
、
令
和
８
年
４
月
（１
０
月
）

実
施
予
定
の
利
便
増
進
事
業
の
内
容
等
を
整
理
し
た
。

（
4
）利
便
増
進
実
施
計
画
（案
）と
り
ま
と
め

第
２
回
協
議
会
（
10

/2
3
）に
お
い
て
、
利
便
増
進

実
施
計
画
（素
案
）の
意
見
聴
取
を
実
施
し
た
。

（
5
）効
果
の
検
討
・シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

(4
)の
利
便
増
進
実
施
計
画
（素
案
）の
作
成
に

あ
た
っ
て
、
効
果
（利
便
性
や
効
率
性
の
向
上
）

の
検
討
を
併
せ
て
実
施
し
た
。

（
6
）協
議
会
開
催

運
行
ダ
イ
ヤ
等
の
詳
細
を
詰
め
た
上
で
、
１
月
に

第
３
回
協
議
会
を
開
催
し
、
令
和
８
年
４
月
実
施
分

の
利
便
増
進
実
施
計
画
（変
更
案
）を
策
定
予
定
。福
島
県
県
中
・
県
南
圏
域

(郡
山
市
、
白
河
市
、
須
賀
川
市
、
田
村
市
、

本
宮
市
、
鏡
石
町
、
天
栄
村
、
西
郷
村
、
泉
崎
村
、

中
島
村
、
矢
吹
町
、
棚
倉
町
、
矢
祭
町
、
塙
町
、

鮫
川
村
、
石
川
町
、
玉
川
村
、
平
田
村
、
浅
川
町
、

古
殿
町
、
三
春
町
、
小
野
町
）

○
３
月
中
旬

第
４
回
協
議
会
開
催

（R
８

.１
０
実
施
分
の
利
便
増
進
実
施

計
画
（変
更
案
）の
素
案
提
示
予
定
）

【
今
後
の
動
き
】

令
和
７
年
度
に
一
部
変
更
予
定
の
利
便
増
進
実
施
計
画
に
お
い
て
再
編
さ
れ
た
路
線
を
中
心
に
、
地
域
・企
業
・学
校
等
と
連
携
し
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
協
議
会
と
し
て
実
施
し
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
推
進
し
て
い
く
。

継
続
検
討
さ
れ
て
い
る
路
線
に
つ
い
て
、
再
編
等
の
協
議
が
調
い
次
第
、
利
便
増
進
実
施
計
画
の
一
部
変
更
を
実
施
す
る
。

基
本
方
針
に
基
づ
く
目
標
達
成
に
向
け
た
各
種
施
策
を
実
施
し
、
地
域
公
共
交
通
が
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
。

①
霊
山
地
区
か
ら
福
島
市
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
向
上
（
沿
線
の
道

の
駅
へ
の
乗
り
入
れ
等
）

①
郡
山
市
～
小
野
町

間
の
利
便
増
進

（
小
野
町
内
の
主

  
要
拠
点
を
経
由
）

②
郡
山
市
～
平
田

村
間
の
利
便
増
進

（
統
合
、
人
口
集

積
地
を
経
由
）

③
須
賀
川
市
～
郡
山

市
間
の
利
便
増
進

（
新
た
な
県
郡
山
合
同

庁
舎
へ
の
経
由
）

小
野
線

蓬
田
線

南
タ
ウ
ン
向
陽
台
団
地
線

東
山
霊
園
線

郡
山
駅

◎

県
郡
山
合
同
庁
舎

◎
◎

小
野
運
動
公
園

小
野

IC 小
野
新
町
駅
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①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
実
施
の
適
切
性

③
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

【
二
次
評
価
】地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

令
和
８
年
１
月

日

協
議
会
名
：
福
島
県
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業
（
利
便
増
進
計
画
策
定
事
業
）

【
事
業
内
容
】

・
利
便
増
進
に
係
る
事
業
概
要
の
整
理

・
対
象
路
線
の
利
用
状
況
の
整
理

・
利
便
増
進
事
業
の
内
容
の
整
理

・
利
便
増
進
実
施
計
画
（
案
）
と
り
ま
と
め

・
効
果
の
検
討
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
協
議
会
開
催

（
協
議
会
：
３
回
、
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
：
県
北
５
回
、
県
中
・
県
南
４
回
）

【
結
果
概
要
】

・
R
7
.6
に
大
臣
認
定
さ
れ
た
利
便
増
進
実
施
計
画
の
一
部
変
更
の
概
要

を
整
理
し
た
上
で
、
検
討
の
進
め
方
を
第
１
回
協
議
会
に
て
説
明
し
た
。

・
交
通
事
業
者
か
ら
の
乗
降
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
路
線
ご
と
の
詳
細
な

利
用
状
況
を
整
理
し
た
上
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
に
お
け
る
資
料
と
し
て

活
用
し
、
再
編
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

・
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
県
北
圏
域
に
お
い
て
５
回
、
県
中
・
県
南
圏
域
に

お
い
て
４
回
開
催
し
、
利
便
増
進
事
業
の
内
容
等
を
整
理
し
た
。

・
第
２
回
協
議
会
に
お
い
て
、
R
8
.4
実
施
分
の
利
便
増
進
実
施
計
画

（
素
案
）
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
た
。

・
第
３
回
協
議
会
の
開
催
を
経
て
、
利
便
増
進
実
施
計
画
を
一
部
変
更
。

・
事
業
が
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
と
お
り
、
適
切
に
実
施
さ
れ
た
。

A

・
令
和
７
年
度
に
一
部
変
更
予
定
の
利
便
増
進
実
施
計
画
に
お
い
て

再
編
さ
れ
た
路
線
を
中
心
に
、
地
域
・
企
業
・
学
校
等
と
連
携
し
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
協
議
会
と
し
て
実
施
し
、
路
線
バ
ス
の

利
用
促
進
を
推
進
し
て
い
く
。

・
引
き
続
き
、
各
取
組
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
地
域
公
共
交
通
利
便
増

進
事
業
（
利
便
増
進
計
画
推
進
事
業
）
の
活
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

・
継
続
検
討
さ
れ
て
い
る
路
線
に
つ
い
て
、
再
編
等
の
協
議
が
調
い

次
第
、
利
便
増
進
実
施
計
画
の
一
部
変
更
を
実
施
す
る
。

今
回
の
事
業
実
施
に
お
い
て
、
対
象
路
線
の
利
用
状
況
を
整
理
し
、

関
係
者
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
で
再
編
内
容
に
係
る
協
議
を
積
み

重
ね
た
上
で
、
住
民
の
移
動
実
態
等
を
踏
ま
え
た
経
路
の
見
直
し
に

よ
る
利
便
増
進
と
効
率
化
を
図
り
つ
つ
利
用
者
の
拡
大
を
目
指
す
利

便
増
進
実
施
計
画
（
案
）
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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福
島
県
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

地
域
の
概
要

事
業
名
：令
和
７
年
度
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業
（利
便
増
進
計
画
推
進
事
業
）

※
記
入
す
る
際
、
枠
の
大
き
さ
の
変
更
及
び
次
頁
に
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
と
し
ま
す
。

2,
12

7
2,
09

1
2,
02
9

1,
91
4

1,
83
3

1,
73

2
1,
64

0
1,
54

6
1,
44

9
1,
34

9

16
.0
%

14
.7
%

13
.6
%

12
.0
%

11
.3
%

10
.3
%

9.
4%

8.
9%

8.
7%

8.
5%

63
.6
%

62
.5
%

60
.9
%

58
.5
%

57
.1
%

55
.6
%

54
.5
%

53
.4
%

51
.0
%

49
.0
%

20
.3
%

22
.7
%

24
.9
%

28
.3
%

31
.7
%

34
.2
%

36
.1
%

37
.7
%

40
.3
%

42
.5
%

0.
0%

10
.0
%

20
.0
%

30
.0
%

40
.0
%

50
.0
%

60
.0
%

70
.0
%

80
.0
%

90
.0
%

10
0.
0%

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

H
12

H
17

H
22

H
27

R2
R7

R1
2

R1
7

R2
2

R2
7

年
少
人
口

（
0～

14
歳
）

生
産
年
齢
人
口

（
15
～
64
歳
）

老
年
人
口

（
65
歳
以
上
）

年
少
人
口
割
合

生
産
年
齢
人
口
割
合

老
年
人
口
割
合

（
千
人
）

推
計
値

（
地
域
鉄
道
県
・
市
町
村
財
政
負
担
額
の
推
移
）

29
0,
82
0

24
9,
37
4

36
2,
45
9

35
3,
86
8

78
5,
12
0

40
8,
93
6

51
1,
57
5

62
2,
42
0

74
4,
14
8

96
4,
30
2

69
9,
75
6

76
0,
94
9

98
4,
87
9

1,
09
8,
01
6

1,
74
9,
42
2

0

50
0,
00
0

1,
00
0,
00
0

1,
50
0,
00
0

2,
00
0,
00
0

H3
0

R1
R2

R3
R4

市
町
村
補
助

県
補
助

（
千
円
）

J
R
東
北
新
幹
線

J
R
東
北
本
線

J
R
常
磐
線

J
R
水
郡
線

J
R
磐
越
東
線

J
R
只
見
線

会
津
線

阿
武
隈
急
行
線

J
R
山
形
新
幹
線

J
R
奥
羽
本
線

飯
坂
線

会
津
鬼
怒
川
線

１
．
基
礎
デ
ー
タ

福
島
県

（1
）人
口
：
1,
71
7,
45
4人

（Ｒ
７
年
１
０
月
１
日
現
在
・福
島
県
現
住
人
口
調
査
月
報
）

（2
）過
疎
地
域
等
指
定

５
９
市
町
村
中
３
４
市
町
村
が
過
疎
地
域
指
定

（3
）高
齢
化
率
34
.3
％
（5
77
,5
79
人
）

（Ｒ
７
年
１
０
月
１
日
現
在
・福
島
県
現
住
人
口
調
査
月
報
（６
５
歳
以
上
）

（4
）福
島
県
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
開
催
回
数
：３
回

（Ｒ
７
年
４
月
～
Ｒ
８
年
１
月
実
績
）

２
．
公
共
交
通
の
概
況

【
乗
合
バ
ス
】
※
地
域
間
幹
線
系
統
補
助
対
象
路
線
の
み
記
載

①
福
島
交
通
（
株
）
３
０
系
統
（
被
災
地
域
地
域
間
幹
線
系
統
含
む
）

②
会
津
乗
合
自
動
車
（
株
）
１
０
系
統

③
新
常
磐
交
通
（
株
）
４
系
統
（
被
災
地
域
地
域
間
幹
線
系
統
）

④
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
東
北
（
株
）
１
系
統

⑤
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東
（
株
）
１
系
統

【
鉄
道
】

①
Ｊ
Ｒ
東
日
本

在
来
線
７
路
線
、
東
北
新
幹
線
、
山
形
新
幹
線

※
只
見
線
の
会
津
川
口
駅
～
只
見
駅
間
は
、
上
下
分
離
方
式
に
よ
り
福
島

県
が
鉄
道
施
設
及
び
土
地
を
保
有

②
会
津
鉄
道
会
津
線
、
③
野
岩
鉄
道
会
津
鬼
怒
川
線

④
阿
武
隈
急
行
阿
武
隈
急
行
線
、
⑤
福
島
交
通
飯
坂
線

■
路
線
バ
ス
の
実
情

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
で
収
支
が
悪
化
し
て
い
る
。
全
国
的
な
課

題
で
あ
る
乗
務
員
不
足
に
も
直
面
し
て
お
り
、
路
線
の
減
便
や
廃
止
が
生
じ
て

い
る
。
持
続
可
能
な
運
行
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

■
鉄
道
の
実
情

新
型
コ
ロ
ナ
や
度
重
な
る
自
然
災
害
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
で
、
収
支
が
悪

化
し
て
い
る
。
施
設
の
老
朽
化
も
進
行
し
て
お
り
、
関
係
自
治
体
の
負
担
が
増

加
し
て
い
る
。
利
用
促
進
の
取
り
組
み
と
計
画
的
な
施
設
整
備
（更
新
）に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

地
域
公
共
交
通
計
画
を
令
和
６
年
３
月
に
策
定
し
た
。

３
．
公
共
交
通
の
問
題
点

（1
）人
口
減
少
の
進
行
や
広
域
道
路
網
の
整
備
促
進
、
自
家
用
車
自
動
車
の
普
及
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
感
染
拡
大
に
よ
る
行
動
変
容
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。

（2
）地
域
間
幹
線
系
統
に
係
る
運
行
費
欠
損
補
助
の
増
加
に
よ
り
、
バ
ス
路
線
維
持
の
た
め
の
関
係
市
町
村
の

財
政
負
担
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
に
お
け
る
経
過
措
置
（激
変
緩
和
措
置
）

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
系
統
が
多
く
、
激
変
緩
和
措
置
が
終
了
し
た
場
合
、
国
庫
補
助
対
象
外
と
な
る
の
が
４
７

系
統
中
１
８
系
統
あ
る
（Ｒ
6.
10
時
点
）。
ま
た
、
利
用
者
数
が
著
し
く
少
な
く
、
需
要
に
適
し
た
効
率
的
な
運
行
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
地
域
間
幹
線
系
統
も
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
用
者
の
利
便
を
増
進
す
る
た
め
の

再
編
等
を
行
う
「利
便
増
進
実
施
計
画
」
を
策
定
を
推
進
し
た
い
（R
7
.6
.1
1大
臣
認
定
→
R
7
計
画
変
更
予
定
）
。

（
3）
鉄
道
に
つ
い
て
も
、
利
用
者
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
鉄
道
維
持
の
た
め
の
関
係
市
町
村

の
財
政
負
担
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
利
用
が
少
な
い
線
区
と
し
て
開
示

さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
線
が
あ
る
た
め
、
第
三
セ

ク
タ
ー
鉄
道
等
と
と
も
に
利
活
用
促
進
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
設
備
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
会
津
線
及
び
只
見
線
に

つ
い
て
、
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画

を
策
定
（R
7.
1.
30
大
臣
認
定
）。
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事
業
内
容

福
島
県
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

事
業
実
施
概
要

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

【
事
業
評
価
時
点
で
完
了
し
て
い
る
内
容
】

【
今
後
予
定
し
て
い
る
内
容
】

（1
）公
共
交
通
マ
ッ
プ
の
作
成
（一
部
）

【住
民
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
５
種
】

【学
生
向
け
周
知
資
料
１
種
】

（2
）モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
（一
部
）

【事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
動
機
付
け
、

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

（1
）公
共
交
通
マ
ッ
プ
の
作
成

【学
生
向
け
周
知
資
料
残
り
３
種
】

（2
）モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

【事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（と
り
ま
と
め
）
】

（
1
）公
共
交
通
マ
ッ
プ
の
作
成
（一
部
）

・令
和
７
年
１
０
月
か
ら
運
行
開
始
と
な
っ
て
い
る
利
便
増
進
実
施
計
画
に
お
い
て
再
編
さ
れ
た
路
線
の
う
ち
、
市
町
村
を
ま
た
い
で

い
る
５
路
線
に
つ
い
て
、
「住
民
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」を
作
成
し
た
。

・作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
市
町
村
や
交
通
事
業
者
に
素
案
を
提
示
し
た
上
で
、
意
見
を
反
映
し
た
。

合
計
2,
50
0
部
作
成
し
、
関
係
市
町
村
経
由
で
、
各
世
帯
へ
の
配
付
や
公
共
施
設
等
に
お
け
る
設
置
を
実
施
済
み
で
あ
る
。

○
２
月
下
旬

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（と
り
ま
と
め
）

【
今
後
の
動
き
】

引
き
続
き
、
令
和
７
年
度
に
一
部
変
更
予
定
の
利
便
増
進
実
施
計
画
に
お
い
て
再
編
さ
れ
た
路
線
を
中
心
に
、
地
域
・
企
業
・学
校
等
と

連
携
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
協
議
会
と
し
て
実
施
し
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
推
進
し
て
い
く
。

今
回
実
施
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
は
、
と
り
ま
と
め
結
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
協
議
会
に
お
い
て
県
内
市
町
村

に
情
報
共
有
す
る
な
ど
水
平
展
開
を
実
施
し
て
い
く
。

基
本
方
針
に
基
づ
く
目
標
達
成
に
向
け
た
各
種
施
策
を
実
施
し
、
地
域
公
共
交
通
が
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
。

（
2
）モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
（一
部
）

・二
本
松
線
を
対
象
路
線
と
し
て
、
利
便
増
進
実
施
計
画
に
よ
り
構
内
へ
の
乗
り
入
れ
を
実
施
し
た
福
島
大
学
と
連
携
し
て
実
施
。

・７
月
中
旬
に
大
学
に
通
学
・通
勤
す
る
全
学
生
及
び
教
職
員
を
対
象
に
移
動
実
態
等
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

・福
島
大
学
経
済
経
営
学
類
の
吉
田
樹
教
授
（専
門
：交
通
ま
ち
づ
く
り
）の
ゼ
ミ
生
と
連
携
し
た
上
で
、
再
編
に
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
こ
と
を
学
生
目
線
で
伝
え
る
利
用
促
進
ツ
ー
ル
を
作
成
し
、
大
学
の
文
化
祭
（
11
/
1、
1
1
/
2）
等
で
配
付
し
た
（
合
計
2
,0
0
0部
作
成
）。

・モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
に
よ
る
行
動
変
容
等
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め
、
１
月
上
旬
に
、
大
学
に
通
学
・
通
勤
す
る
全
学
生

及
び
教
職
員
を
対
象
と
し
た
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

バ
ス
の
乗
り
方
教
室

モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
利
用
促
進
ツ
ー
ル

住
民
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（表
紙
）
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①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
実
施
の
適
切
性

③
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

【
二
次
評
価
】地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

令
和
８
年
１
月

日

協
議
会
名
：
福
島
県
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業
（
利
便
増
進
計
画
推
進
事
業
）

【
事
業
内
容
】

・
公
共
交
通
マ
ッ
プ
の
作
成
（
一
部
）

【
住
民
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
５
種
】

【
学
生
向
け
周
知
資
料
１
種
】

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
（
一
部
）

【
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
動
機
付
け
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

【
結
果
概
要
】

・
令
和
７
年
１
０
月
か
ら
運
行
開
始
と
な
っ
て
い
る
利
便
増
進
実
施
計
画

に
お
い
て
再
編
さ
れ
た
路
線
の
う
ち
、
市
町
村
を
ま
た
い
で
い
る
５
路
線

に
つ
い
て
、
「
住
民
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
た
。

【
合
計
2
,5
0
0
部
作
成
し
、
関
係
市
町
村
経
由
で
、
各
世
帯
へ
の
配
付
や

公
共
施
設
等
に
お
け
る
設
置
を
実
施
】

・
二
本
松
線
を
対
象
路
線
と
し
て
、
構
内
へ
の
乗
り
入
れ
を
実
施
し
た

福
島
大
学
と
連
携
し
て
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

・
福
島
大
学
経
済
経
営
学
類
の
ゼ
ミ
生
と
連
携
し
た
上
で
、
再
編
に
よ
り

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
学
生
目
線
で
伝
え
る
利
用
促
進
ツ
ー
ル
を

作
成
し
、
大
学
の
文
化
祭
等
で
配
付
し
た
【
合
計
2
,0
0
0
部
作
成
】
。

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
に
よ
る
行
動
変
容
等
を
適
切
に
把
握

す
る
た
め
、
学
生
及
び
教
職
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

A

・
事
業
が
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
と
お
り
、
適
切
に
実
施
さ
れ
た
。

・
令
和
７
年
度
に
一
部
変
更
予
定
の
利
便
増
進
実
施
計
画
に
お
い
て

再
編
さ
れ
た
路
線
を
中
心
に
、
地
域
・
企
業
・
学
校
等
と
連
携
し
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
協
議
会
と
し
て
実
施
し
、
路
線
バ
ス
の

利
用
促
進
を
推
進
し
て
い
く
。

・
引
き
続
き
、
各
取
組
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進

事
業
（
利
便
増
進
計
画
推
進
事
業
）
の
活
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

・
今
回
実
施
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
は
、

と
り
ま
と
め
結
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
協
議
会
に
お
い
て
県
内
市
町
村
に

情
報
共
有
す
る
な
ど
水
平
展
開
を
実
施
し
て
い
く
。

今
回
の
事
業
実
施
に
よ
り
、
令
和
７
年
１
０
月
か
ら
運
行
開
始
と
な
っ
て

い
る
利
便
増
進
実
施
計
画
に
お
い
て
再
編
さ
れ
た
路
線
の
う
ち
、
市
町

村
を
ま
た
い
で
い
る
５
路
線
に
つ
い
て
「
住
民
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作

成
し
た
上
で
、
沿
線
住
民
に
再
編
内
容
を
適
切
に
周
知
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

二
本
松
線
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
で
は
、
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
学
生
及
び
教
職
員
の
移
動
実
態
等
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
福
島
大
学
経
済
経
営
学
類
の
ゼ
ミ
生
と
連
携

し
、
利
用
促
進
ツ
ー
ル
を
作
成
し
、
大
学
の
文
化
祭
等
で
配
付
を
実
施
。

今
後
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

に
よ
る
行
動
変
容
等
を
適
切
に
把
握
す
る
。
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